
【目的】

口唇運動が正常に営まれるためには，顎顔面頭

蓋，歯列などの硬組織と口唇や舌などの軟組織の

成長発達のバランスが重要であると考えられる．

口輪閉鎖運動を定量的に評価する場合，口唇閉鎖

力を多方位からの出力を同時に記録することが不

可欠であるが，これまで口唇閉鎖力に対する多く

の研究では上下唇の協調性を同時に記録し，顎顔

面形態との関連を検討したものはみられない．そ

こで，成人女性を対象に口唇閉鎖力総合力および

上下口唇閉鎖力のバランスと上下顎骨の前後的位

置，上下顎前歯歯軸傾斜との関連性を明らかにす

るために，上唇下唇の閉鎖力を８方向から同時に

測定することが可能な多方位口唇閉鎖力装置を用

いて検討した．

【対象と方法】

被験者は，不正咬合と診断された成人不正咬合

６２名（平均年齢２３．０歳：１８～３４歳）と研究に同意

の得られた個性正常咬合ボランティア１５名（平均

年齢２３．２歳：１９～２７歳）とした．側面顎顔面形態

は，側面頭部エックス線規格写真を閉唇，咬頭嵌

合位にて撮影をし，１１項目の角度分析，４項目の

線分析を計測した．また，不正咬合者を ANBの

値で以下のように骨格性Ⅰ級（２°≦ANB≦

４°），Ⅱ級（４°＜ANB），Ⅲ級（ANB＜２°）

に分類した．口唇閉鎖力は多方位口唇閉鎖力測定

装置を用い，最大努力で約５秒間，口唇をすぼめ

続けるよう指示し，計６回記録した．８方向

（上，左上，左，左下，下，右下，右，右上）の

それぞれの値の総和を口唇閉鎖総合力とし，また

上下口唇閉鎖力の非対称性の比較として，右上・

上・左上の合計を上唇閉鎖力，右下・下・左下の

合計を下唇閉鎖力として，上唇閉鎖力と下唇閉鎖

力の差を和で割った値を上唇下唇閉鎖力のバラン

ス指数として，側面顔面形態との関連を検討し

た．

【結果および考察】

口唇閉鎖総合力の結果は個性正常咬合者５．３８±

１．７６Ns，骨格性Ⅰ級３．７２±１．３１Ns，骨格性Ⅱ

級４．９６±２．７１Ns，骨格性Ⅲ級５．４４±３．０３Nsで，

４群間で有意差は示さなかった．方向別口唇閉鎖

力は全ての群で垂直方向（上，下），斜め方向（右

上，右下，左上，左下），水平方向（右，左）の

順で大きな値を示した．上唇下唇閉鎖力の８方向

のバランスの比較は４群ともに，上下唇では正中

部が大きい値を示した．上唇閉鎖力（上，右上，

左上の和）と下唇閉鎖力（下，右下，左下の和）

の比較では，正常咬合者では下唇が上唇より有意

に大きい値を示した．不正咬合者における口唇閉

鎖総合力は IMPAと有意な負の相関を示した．

これは，下唇の拳上にはオトガイ筋が関与し，会

話などの運動時に下唇が上唇よりも運動範囲が大
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きく，下唇閉鎖は重力に拮抗する運動であること

が関連している可能性が推察された．

不正咬合者における上下口唇閉鎖力のバランス

（上唇下唇閉鎖力バランス指数）と側面顎顔面形

態の関連については，Convexity，ANBと有意

な正の相関，FMIAと有意な負の相関を示した．

すなわち下顎骨が上顎骨よりも後退した骨格性Ⅱ

級では，上唇閉鎖力が下唇閉鎖力よりも大きく下

顎前歯の唇側傾斜がみられ，下顎骨が上顎骨より

も前突した骨格性Ⅲ級では，下唇閉鎖力が上唇閉

鎖力よりも大きく下顎前歯の舌側傾斜がみられ

た．これらのことから，上下顎骨の前後的な位置

の違いを下顎前歯の傾斜で補償する dental com-

pensationに，上下口唇閉鎖力のバランスが関連

している可能性が推察された．以上の結果から，

上下唇口唇閉鎖力のバランスは側面顎顔面形態に

関連することが示された．
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